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1･　前回浮世絵 に現われた被服第３報 ・羽織およびコ

ート類 と題して研 究発表 を行なったが今回は，その２と

してつづけ て報 告する。

2. 現存す る浮世 絵の中から火事羽織，半天，合羽，

被布等を抽出して，作期， 作中人 物の性，年齢，職 業等

よりこれらがいか なる時代 背景の下 に発展し たかを究明

し た。

3. 火事装 束は明暦 の大火以 後に大きな発展をみたも

のと考え られ るが，江戸時 代の火 消し は男の中の男とた

たえられ ただけにそ の用い た被服 も火事場におい てはも

ちろ んのこ と，平常 着にい たるまで粋 をこらし てい たこ

とが うかがわれた。女性 の羽織 は天保年 間にその着用を

禁止 されてい るが着物 の上 から「 はおる」ことの着装上

の便利 さを径験し た者がこれにかわるものとし て半天を

愛用し，そ の流行 をみるにい たった。 またコート類につ

いては信長，秀吉 の輸入品愛好熱 が国内に南蛮服飾品の

流行を きたし特 にマントの輸入は合羽，引回し とし て広

く用い られ，これ が日本 の着物 にうまくとり入れられる

こ ととなって袖付 きコートも出現し， 現代用いられてい

る和服 コートの基礎 をなし た。

なお，服飾品 として新 たに出現し た「 ボタン」も見 の

がせられないも のの一つであ る。


